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これは読書会の誰かが読んだ本で、15 人の駆け込み寺東慶寺（江戸

時代）に駆け込んだはなしである。 
男女の繰り広げる、イヤ夫婦の問題も色々さまざま 本でないと知

りえないことも・・。人生ドラマはいつの世も変わらないようだ。 
 
 
久しぶりの感想文です。この間忙しかったのと面白い本に出合わな

くて・・・。例えば「羽田圭介」の―ストラップ―なんかも 
これが芥川賞？？ 「火花」もそう思ったけれど・・。 
ただ、羅列的に書いてるだけ？？読書会でそう言ったら 
「新人賞はそんなもんよ・・。これからが・・。」 
 


